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日本共産党

市議会議員

藤本博司

こ
ん
ど
の

衆
議
院
選
挙
で
は
２
回
投
票
し
ま
す

元衆議院議員

中林よし子

制度解説

小
選
挙
区
選
挙

の
投
票
は

候
補
者
名
を
書
き
ま
す

比
例
代
表
の
投
票
は

「
日
本
共
産
党
」

と
政
党
名
を
書
き
ま
す

2回目

記載例

1回目

記載例

迎
春

岩
国
の
み

な
さ
ん
に

新
春
の
ご

挨
拶
を
申

し
上
げ
ま

す
。 

日
本

共
産
党
の

中

国

ブ

ロ
ッ
ク
の
議
席
を
取
り
戻
す 

チ
ャ
ン
ス
の
年
が
明
け
ま
し
た
。

　
艦
載
機
来
る
な
、
愛
宕
山
へ
の
米
軍
住
宅
反
対
の
た
た
か
い
を
粘
り

強
く
進
め
ら
れ
て
い
る
事
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
食
の
安
全
、

農
業
再
生
、
雇
用
を
守
る
た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　 

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

 
議
員
に
な
っ
て
６
回
目
の
新
年
と

な
り
ま
す
。
岩
国
市
政
に
お
い
て

は
、
昨
春
の
市
長
選
の
敗
北
に
よ

る
艦
載
機
問
題
、
愛
宕
山
問
題
の

容
認
に
向
け
新
た
な
展
開
。
国
政

に
お
い
て
は
非
正
規
労
働
者
の
雇

い
止
め
、
後
期
高
齢
者
問
題
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
。

ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　日本共産党市議団のホームページをご覧くだ

　さい（検索欄へ日本共産党岩国市議団と入力）
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12
月
議
会
報
告

藤
本
議
員
の
一
般
質
問
項
目

藤
本
議
員
は
12
月
議
会
で
①

　
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
問

題
。
岩
国
市
に
お
け
る
臨
時

職
員
、
嘱
託
職
員
な
ど
非
正

規
職
員
の
実
態
と
労
働
条
件

の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

②
　
次
に
愛
宕
山
開
発
事
に

つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

（
※
１
月
15
日
の
県
都
計
審
で

異
例
中
の
異
例
で
反
対
者
が

５
名
も
出
ま
し
た
が
多
数
で

中
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。
藤

本
議
員
も
傍
聴
行
動
に
参
加

し
ま
し
た
）

③
米
軍
再
編
に
よ
る
国
の
安

心
安
全
対
策
の
回
答
に
つ
い

て
３
点
を
質
問
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
発
金
融
危

機
に
よ
る
派
遣
切
り

の
岩
国
で
の
実
態
は

　
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
、

内
定
の
取
り
消
し
正
規
従
業

員
の
解
雇
と
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
山
口
県
で
も

マ
ツ
ダ
、
三
菱
関
連
な
ど
千

人
を
超
え
る
雇
い
止
め
・
解

雇
が
出
て
い
る
。
岩
国
で
は

ど
う
か
。

回
答
　
岩
国
市
に
派
遣
事
業
者
は

い
な
い
が
周
南
市
の
人
材
派
遣

会
社
が
あ
る
。

　
自
動
車
関
連
で
は
玖
珂
、
周

東
、
由
宇
等
に
関
連
下
請
け
会

社
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
派
遣
職
員
が
居
ら
れ
る
事
は

承
知
し
て
い
る
。
派
遣
切
り
の

有
無
は
承
知
し
て
い
な
い
。

市
の
監
督
指
導
権
限

は
少
な
い
が
ど
う
取

り
組
む
の
か

　　
岩
国
市
の
指
導
・
監
督
権

限
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
こ
の

問
題
は
重
要
問
題
だ
ど
う
取

り
組
む
か
。

高
校
生
な
ど
の

内
定
取
り
消
し
は

高
校
生
の
内
定
率
は
９
月
全

国
平
均
51
％
だ
そ
う
だ
が
岩

国
で
は
ど
う
か

岩
国
市
の
非
正
規
職

員
34
％
は
異
常

　
地
方
自
治
体
は
地
方
自
治

法
の
精
神
に
基
づ
き
市
民
の

生
命
財
産
を
守
り
福
祉
の
増

進
を
は
か
る
義
務
が
あ
る
。

岩
国
市
の
全
職
員
２
１
６
５

人
中
非
正
規
職
員
が
727
人
と
、

民
間
含
め
た
全
国
の
非
正
規

率
と
同
程
度
で
、
「
公
」
が

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
を
率
先

し
て
進
め
る
の
は
問
題
で

は
な
い
か
労
働
条
件
の
大
幅

な
改
善
を
求
め
る
。

回
答
　
岩
国
市
は
合
併
後
２
年

８
ヶ
月
で
160
人
の
職
員
を
削
減
し

て
き
た
。
今
後
も
10
年
で
300
人
の

職
員
を
削
減
す
る
計
画
だ
。（
次
頁
）

回
答
　
雇
用
対
策
と
し
て
岩

国
公
共
職
業
安
定
所
所
管
内

で
「
対
策
推
進
協
議
会
」
を

持
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
十
分

活
用
し
て
い
き
た
い
。

回
答
　
岩
国
で
は
10
月
時
点

で
内
定
率
88
、
６
％
で
こ
の

取
り
消
し
は
現
在
な
い
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14
の
市
立
保
育
園
が
あ
る

が
正
規
職
員
105
人
で
非
正
規

職
員
が
95
人
で
半
数
近
い
人

が
非
正
規
だ
。

　
相
次
ぐ
規
制
緩
和
で
民
間

小
・
中
教
師
の

非
正
規
状
況
に
つ
い
て

　
現
場
の
先
生
方
に
お
聞
き

す
る
と
一
人
一
人
の
子
ど
も

と
向
き
合
え
る
時
間
が
取
れ

な
い
。
教
育
以
外
の
雑
務
で

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
正
規
の
教
員
に

よ
る
責
任
あ
る
教
育
行
政
を

望
む
。

愛
宕
山
開
発
に
つ
い
て

岩
国
基
地
の
安
心
安

全
対
策
に
つ
い
て
、

国
の
回
答
は
不
誠
実

12
月
１
日
に
国
の
出
席
に
よ

る
議
会
全
員
協
議
会
で
の
国

の
回
答
は
な
ん
ら
具
体
的
な

も
の
は
な
く
あ
ま
り
に
も
不

誠
実
で
は
な
い
か
。
福
田
市

長
は
こ
の
回
答
で
市
民
の
安

全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
た
と

思
う
か
。

　
前
向
き
の
回
答
も
あ
っ
た
と
評

価
し
て
い
る
。
一
方
多
数
の
議
員

か
ら
必
ず
し
も
具
体
的
な
内
容
と

は
い
え
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
、

国
と
の
協
議
の
場
で
し
っ
か
り
対

応
を
求
め
て
い
く
。

新
た
に
77
万
４
千
人
が
生
活
保
護
需
給
と
な

り
20
兆
円
の
財
政
支
出
が
必
要

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
総
合
研
究

開
発
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
に

よ
る
と
「
非
正
規
雇
用
の
労

働
者
が
現
在
の
賃
金
で
、
年

金
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、

こ
の
人
た
ち
が
65
歳
以
上
に

（
前
頁
よ
り
）

ご
指
摘
の
よ
う
に
臨
時
約
250
人
、

嘱
託
約
450
人
で
人
数
だ
け
見
れ
ば

高
い
が
合
併
当
初
よ
り
増
え
て
い

な
い
。

会
社
が
保
育
事
業
へ
の
参
入

し
事
件
、
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
東
京
の
ハ
ッ
ピ
ー
ス

マ
イ
ル
東
中
野
駅
前
保
育
園

の
突
然
の
閉
鎖
、
園
児
の
死

亡
事
故
や
補
助
金
の
不
正
請

求
事
件
が
起
き
て
い
る
。

な
っ
た
場
合
、
77
万
４
千
人

が
新
た
に
生
活
保
護
受
給

者
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
追

加
的
な
財
政
支
出
が
20

兆

円
に
上
る
と
い
う
報
告
書

を
出
し
て
い
る
。

質問する藤本議員

事
業
の
中
止
は
見
直
す
べ
き

だ
。

14
の
市
立
保
育
園
で

非
正
規
率
約
48
％

福
田
市
長
答
弁

回
答
　
「
支
障
な
し
」
と

答
申
を
い
た
だ
い
た
。

回
答
　
市
内
の
小
・
中
学
校
の

教
員
定
数
は
804
人
で
臨
時
的
任

用
83
人
、
県
費
非
常
勤
講
師
54

人
だ
。
任
命
権
者
の
県
教
育
委

員
会
へ
正
規
職
員
の
採
用
を
強

力
に
お
願
い
し
て
い
る
。

回
答
　
保
育
園
の
運
営
に
関
し

て
臨
時
職
員
保
育
士
に
頼
っ
て

い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
今
後

統
廃
合
を
視
野
に
正
規
職
員
の

割
合
は
維
持
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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12
月
補
正
予
算
の
概
要

　
６
・
６
億
円
の
減
額
補
正
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
一

般
会
計
約
630
億
円
と
な
り
、
前
年
度
比
5.5
％
の
増
額
と
な
っ

た
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
失

効
（
約
一
ヶ
月
）
の
減
収
補
填
に
約
一
億
三
千
万
円
。
歳
出

の
新
規
事
業
と
し
て
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と
し
て
一
千

万
円
か
け
て
、
岩
国
駅
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
交
通
戦
略
の

計
画
書
を
作
る
な
ど
で
す
。

公
共
下
水
道

料
金
値
上
げ
に
反
対

　
公
共
下
水
道
料
金
を
合
併

に
よ
る
二
年
余
の
不
統
一
を

統
一
料
金
に
す
る
こ
と
で
、

実
質
値
上
げ
に
な
る
こ
と
か

ら
反
対
し
ま
し
た
。

　
今
の
時
期
で
な
く
も
う
少

し
先
延
ば
し
し
て
、
様
子
を

見
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
。

高
速
バ
ス
運
賃
片

道
100
円
の
値
上
げ

　
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
高
速
バ
ス
料
金
が
、
燃
料

費
の
高
騰
で
片
道
800
円
か
ら

900

円
に
値
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
学
生
な
ど
の
定
期

に
つ
い
て
は
、
割
引
率
を
上

げ
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
な
り
ま
す
。

西
村
議
員
の

辞
職
勧
告
決
議

全
会
一
致
で
可
決

　
こ
の
決
議
に
は
法
的
拘
束

力
は
な
い
の
で
、
辞
任
す
る

か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。

共
産
党
が
提
案
し
た

雇
用
対
策
・
教
育
・

福
祉
の
充
実
強
化
を

求
め
る
意
見
書

ー
一
票
差
で
否
決
ー

　
提
案
は
①
企
業
へ
の
雇
い

止
め
を
規
制
す
る
。
②
失
業

給
付
金
６
兆
円
を
失
業
者
へ

支

給

さ

せ

る
。
③
定
額

給
付
金
２
兆

円
を
雇
用
や

福
祉
・
教
育

な
ど
へ
有
効

に
使
う
よ
う
国
に
求
め
る
意

見
書
で
す
。

公
明
党
と
市
政
ク
ラ
ブ
な
ど

一
部
保
守
系
会
派
の
反
対

で
、
16
対
17
の
一
票
差
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
本
議
員
は
賛
成
討
論
で

大
企
業
の
内
部
留
保
0.2
％
を

崩
す
だ
け
で
雇
用
守
れ
る
。

定
額
給
付
金
は
８
割
の
国
民

が
反
対
し
て
い
る
。
２
兆
円

を
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
有
効
に
使
う
べ
き
と

主
張
し
ま
し
た
。

軽
油
価
格
の
適
正
化

を
求
め
る
意
見
書

　
日
本
共
産
党
が
発
議
し
た

軽
油
価
格
の
適
正
化
を
求
め

る
意
見
書
は
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

基
地
沖
合
い
埋
め
立
て

処
分
取
消
訴
訟
で
藤
本

議
員
が
意
見
陳
述

　
岩
国
基
地
沖
合
埋
立
の
目

的
が
変
わ
っ
た
の
は
不
当
だ

取
り
消
せ
と
山
口
県
を
訴
え

て
い
る
裁
判
で
、
原
告
の
一

人
藤
本
議
員
が
12
月
６
日
公

判
で
意
見
陳
述
し
ま
し
た
。


